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(1) 

P の座標 
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Q の座標 

 AB を a： bに外分する点は， 

AB を a： b- に内分する点あるいは a- ： bに内分する点でもある。 

これより，AB を 1：2 に外分する点 Q を， 

AB を 1- ：2 に内分する点あるいは 1： 2- に内分する点として， 

( )
( ) ÷÷

ø

ö
çç
è

æ
-

=
÷÷
ø

ö
çç
è

æ
-÷÷

ø

ö
çç
è

æ

=
-+

´-+´
3

9
1

3
3

0
6

2

12
B1A2

 ( )39,Q -\  

(2) 

線分 OP の中点を通り，OP に垂直な直線の方程式 

 OP の傾き＝
2
1
より，OP に垂直な直線の傾き＝ 2-  

 求める直線の方程式を bxy +-= 2 とおくと，OP の中点 ( )1,2 を通るから， 

b+-= 41  5=\b  52 +-=\ xy  

線分 PQ の中点を通り，PQ に垂直な直線の方程式 

 PQ の傾き＝ 1
49
23

-=
-
--

より，PQ に垂直な直線の傾き＝1 

 求める直線の方程式を cxy += とおくと， 

PQ の中点
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円 C の方程式 

 円の中心の座標は，
î
í
ì

-=
+-=

7
52

xy
xy

の解だから， ( )3,4 -  

原点を通るから，半径の 2 乗は， ( ) 2534 22 =-+  

よって， ( ) ( ) 2534 22 =++- yx  

(3) 

 円 Cの中心を C とすると，△OCR は CO＝CR の二等辺三角形であり， 
二等辺三角形の性質より 4=x は OR の中点を通る。これより，R ( )0,8  

 よって，OR：RA＝8：2＝4：1 

 すなわち R は線分 OA を 4：1 に外分する。 
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XYZ 
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X,Y,Z の値 

( )( )( ) ( ) ( )
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  補足：分数係数は面倒なので，
2
1
で括った。 

ここで， 01649352 23 =-+- ttt の 1 つの解が
2
1
だから， 

組立除法により，他の解は， 16,1=t  

 これと ZYX ££ より， 16,1,
2
1

=== ZYX  

x,y,z の値 

zyx ZYX 2,2,2 === より， ZzYyXx 222 log.log,log ===  

 よって， 12log
2
1log 1

22 -=== -x ， 02log1log 0
22 ===y ， 42log16log 4

22 ===z  
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関数 ( )xfy = の導関数は， ( ) ( )( )axaxaxxf -+=-=¢ 333 22 （ 0>a ）より， 

 ax -= で極大値 ( ) 3333 33 aaaaaf =++-=- をとり， 

ax = で極小値 ( ) 3333 3 aaaaaf -=+-= をとる。 

この 2 点 ( )33, aa- ， ( )3, aa - と原点を通る放物線を Cとすると， 

放物線 Cは原点を通るから，その方程式は， qxpxy += 2 と表せる。 

これと qapaa -= 233 ， qapaa +=- 23 より， ap = ， 22aq -=  

よって， xaaxy 22 2-=  

これを放物線 Cとする。 
 原点における Cの接線 lの方程式を rxy = とおくと， 

222 aaxy -=¢ より， 22 2202 aaar -=-×=  

よって，l： xay 22-=  
また，原点を通り l に垂直な直線 mの方程式を sxy = とおくと， 1-=rs より， 

22 2
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xaaxy 22 2+-= を Dとする。 

 Dと lで囲まれた図形の面積 Sは 

 Dと lの交点の x座標と
6
1
公式から求めることができる。 

Dと lの交点の x座標は， xaxaax 222 22 -=+- より， ax 4,0=  

よって， ( ) 43

3
3204

6
aaaS =-=  

放物線 Cと直線 mの交点の x座標は， x
a

xaax
2

22

2
12 =- の解だから， 

これを解くことにより，
3

4

2
14,0

a
ax +

=  

Cと mで囲まれた図形の面積を Tとすると，
6
1
公式より 
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よって， TS = となるのは，
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4
14 =a のときであり，このとき
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=S である。 
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(1) 

漸化式 

 特性方程式 1
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数列の和 
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補足 

 等比数列{ }na の公比を r とすると，{ }na の第 x項から第 y項までの和＝
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321 == ac であることと①から，数列{ }nc の一般項は， 

(1)で求めた数列{ }np の一般項と等しくなることがわかる。 
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 点 F が線分 BD を tt :1- に内分，線分 AE を uu -1: に内分する点とすると， 
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したがって，点 F は線分 AE を 1：2 に内分する。 
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 平行四辺形 OABC の面積＝
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